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 第 6 章では，これまでの成果を踏まえ，条件的知識に着目した読解方略指導のカリキュ
ラムモデルが構築されていた。横軸に，読解方略の類型・教材の構造・指導内容となる条
件的知識・指導方法の原理を位置づけ，縦軸に，指導間の段階性を位置づけるものであっ
たが，こうしたカリキュラムモデルは，どの教材でどの読解方略を「選択」「統合」させれ
ばよいのかという実践的な課題に対する考え方や指針を教師に与える機能を持つものとし
て構想されていて，条件的知識の指導の具体化を可能にするものと判断された。 
 終章では，以上のような本論文の成果を研究課題に沿って総括するとともに，今後の読
解方略研究に関して明確な展望を述べていた。 
 
 本論文の意義は、次の４点に見出される。 
（１）説明的文章の読解方略指導の課題について，読み方の学習指導論および授業実践史
の検討をすることで，方略の選択性，統合性という条件的知識に関わる点に見出した点。 
（２）説明的文章の読解方略の条件的知識について，読みの目的や教材の文章構造に沿っ
て分類し類型化するとともに，それらの系統性を記述した点。 
（３）小学校・中学校段階の読むことの授業という実践的な場面における読解方略の学習
過程に関して，自己調整学習理論を援用しながら独自に構築した学習指導モデルを用い
て，客観的に記述するとともに，そうした記述の方法を確立した点。 
（４）小学校高学年段階から中学校段階にかけての説明的文章の読解方略指導について，
学習指導理論に基づいた指導方法を構築し，その有効性について実験的授業を通して検
証するとともに，読むことの目的や教材と，指導する読解方略との関係や系統性を整理
した，授業実践の指針となるカリキュラムモデルへと展開させた点。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ
るものと認められる。 
 
平成２８年２月１２日 
 
